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NTT・AT-D39S-CWA-100 取扱説明書
安全にお使いいただくために

お客様やほかの人々に危害や財産への損害を未然に防ぎ、本装置を安全にお使いいただくために守っていただきたい事項を掲載しました。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が損傷を負う可能性が想定される内容および物理的損害の発生が想定され
る内容を示しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

・ 静電気による損傷を防ぐため、本製品にふれる前に身近な金属に手を触れて、静電気を取り除いてください。
・ データの書き込み・読み込み中に振動や衝撃を与えたり、カードを取り出したりコネクターを抜かないでください。カードが破損すること
があります。
・ 高温多湿の場所、温度差の激しい場所、ちりやほこりの多い場所、振動や衝撃の加わる場所、スピーカなどの磁気を帯びたものの近く、電
子レンジ・テレビ・ラジオなど電磁波を発生する機器の近くで保存・使用しないでください。

添付のソフトはフリーウェアで
著作権は株式会社タカコムが保有しています。

・ 液体や異物が内部に入ったらパソコンとの接続を切り離してください。ショートや火災の原因になります。
・ 分解・改造・修理をしないでください。
・ 煙が出たり、異常な臭い音がしたらご使用を中止し、販売店または当社営業所へご連絡ください。

■ 接続できるパソコン ■
・ CPU：OSが推奨する環境以上
・ OS：Windows 10/8.1/7  日本語版
・ ハードディスク：25MB以上の空き容量
・ メモリ：OSが推奨する環境以上
・ ディスプレイ：解像度 1024 X 768ドット以上
・ USBインターフェースがあること
・ CD-ROMドライブがあること (インストール用 )

● 商品名は各社の商標または登録商標です。

■ セットの内容 ■
次のものが入っています。ご確認ください。
・ CWA-100（※）　        ・ 本体 CD-ROM
・ USBケーブル (1m)     ・ 取扱説明書

※ 本書では、以下「本装置」または「CWA-100」と記します。

注意△!

警告△!
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■ 全体の流れ ■
● 準備
・ 添付のソフトをパソコンにインストールします。
このときは、まだ本装置をパソコンには接続し
ません。

・ ドライバをインストールします。このときは本
装置をパソコンに接続します。

● タイマーの作成
・ ソフトを起動し、タイマーの内容を作成します。
・ フラッシュメモリーカードに書き込みます。
・ 必要であれば、パソコンにバックアップ保存を
します。

■ お使いになるときの注意 ■
● パソコン１台に本製品１台が接続可能です。２台
以上接続することはできません。

● 本ソフトのインストールやアンインストールは、
管理者権限を持ったユーザー (たとえば
Administrator) でログオンして実施してください。

● 本ソフトが稼働中は「ユーザーの切り替え」は使
わないでください。データが破損することがあり
ます。

● 本ソフトが稼働中は、OSをスタンバイモードや
休止モードにしないでください。データが破損す
ることがあります。

● パソコンの機種によっては、本装置や添付ソフト
が正常に機能しないことがあります。

● インストールをするときは、ほかのソフトをすべ
て終了してから行ってください。

● 当社ホームページでは、各種商品の最新の情報や
バージョンアップサービスなどを提供しています。
本商品を最適にご利用いただくために、定期的に
ご覧いただくことをお勧めします。
当社ホームページ
http://web116.jp/ced/
http://www.ntt-west.co.jp/kiki/

本体外観
USBコネクタ

モニターランプ

パソコンと接続するためのUSBケーブルを接
続します。

フラッシュメモリー
カードが正しく差し込
まれているときに点灯
します。
データのアクセス中
は、点滅します。

フラッシュメモリーカードスロット
フラッシュメモリーカードを差し込みます。
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■ ソフトのインストール ■
CWA-100を接続しない状態でインストールします。
（Windows 10の操作例）
１ ほかのソフトをすべて終了します。
２ 添付のCD-ROMをパソコンのCD-ROMドライブに入
れます。
・【自動再生】画面が表示されます。

３ 「setup.exeの実行」をクリックします。
・【ユーザーアカウント制御】画面が表示されます。

４ [ はい ]ボタンをクリックします。
５ インストールプログラムが起動されます。

画面の指示に従って、デバイスドライバをインストー
ルしてください。
・ デバイスドライバのインストール完了後、【デバイスドライ
バのインストールウィザードの完了】画面が表示されます。

６ [ 完了 ]ボタンをクリックします。
・  【NTT・AT-D39S ﾃﾞｰﾀ入力ｿﾌﾄ ｾｯﾄｱｯﾌﾟへようこそ】画面が表
示されます。

画面の指示に従ってインストールしてください。
７ インストール完了後、本ソフトのインストールを完
了します。

８ パソコンを再起動します。

● インストールプログラムが自動的に起動しないとき：
（Windows 10の操作例）
１ デスクトップ画面において、スタートボタンを右クリックし
て表示されるメニュー画面から「ファイル名を指定して実行」
をクリックします。
※ ご利用のOSにより、操作が多少変わります。

２ 「名前」欄に、キーボードから「E:￥setup.exe」と入力して［OK］
ボタンをクリックします。
-- インストールプログラムが起動します。--
※ 「E:」は CD-ROMのドライブ名です。
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■ 本装置とパソコンの接続 ■
１ 本装置と、お手持ちのWindowsパソコンを、添付の
USBケーブルで接続します。
※ パソコンのUSBコネクタの位置はパソコンによって異なり
ます。パソコンの取扱説明書をご覧ください。

本装置

Windows
パソコン

USBケーブル
（添付品）

USB
コネクタ

■ ソフトの起動方法 ■
● Windows 10/8.1 の場合
１ デスクトップ画面において、スタートボタンを右ク
リックして表示されるメニュー画面から、「検索」を
クリックします。
・キーワード入力欄が表示されます。
２ キーワード入力欄に「AT-D39S」を入力して検索さ
れた「NTT・AT-D39S ﾃﾞｰﾀ入力ｿﾌﾄ」をクリックします。

● Windows 7 の場合
タスクバーの [スタート ]→ [すべてのプログラム ]→
[NTT・AT-D39S ﾃﾞｰﾀ入力ｿﾌﾄ ] → [NTT・AT-D39S ﾃﾞｰﾀ入
力ｿﾌﾄ ] の順にクリックします。

■ ソフトの操作方法 ■
ソフトを起動し、[操作説明 ]ボタンをクリックしてく
ださい。説明が表示されます。
また、各操作画面でメニューバーの「ヘルプ」をクリッ
クすると、その画面の操作方法が表示されます。

Ver.＊．＊＊は、
本ソフトの
バージョンを
表します。

操作説明が表示
されます。
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■ 主な仕様 ■
・ 使用可能カード ---------- NTT･AT-D39S-DFC-2M
      NTT･AT-D39S-DFC-16M
      NTT･AT-D39S2-DFC〈30M〉
・ USBインタフェース ------ USB 2.0
・ 消費電流 --------------------動作時：500mA以下
      待機時：2.5mA以下 
・ 寸法 (mm) ------------------ 90(W) X 110(D) X 24(H) 
・ 質量 (g) ----------------------約 110

■ アンインストールの方法 ■
本装置の使用を中止するときは、以下の 2種類のソフ
トを、１つずつ次の手順でアンインストール（削除）
します。
・ 「NTT・AT-D39Sデータ入力ソフト」
・ 「Windowsドライバパッケージ -Takacom co., Ltd（ITFLIB）
USB」

（Windows 10の操作例）
１ デスクトップ画面において、タスクバーの「スタート」
→「Windows システムツール」→「コントロールパ
ネル」の順にクリックします。

２ 【表示方法：カテゴリの場合】
「プログラムのアンインストール」を開きます。
【表示方法：大きいアイコンの場合】
【表示方法：小さいアイコンの場合】
「プログラムと機能」を開きます。

３ 上記のソフトを選んでアンインストールします。
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■ 保守サービスのご案内 ■
● 保証について
保証期間（１年間）中の故障につきましては、「保
証書」の記載にもとづき当社が無償で修理しますの
で、「保証書」は大切に保管してください。
（詳しくは、「保証書」の無償修理規定をご覧くださ
い）
● 保守サービスの種類は

©2005 NTTEAST･NTTWEST

P1E002850431R  Sep. 2019
本 2339-9(2019.9)　NTT･AT-D39S-CWA-100 トリセツ

● 補修用部品の保有期間について
本商品の補修用性能部品（商品の性能を維持するために必要な部品）を、製造打ち切り後、７年間保有しています。

定額保守サービス ● 毎月一定の料金をお支払いいただき、故障時には当社が無料で修理を行うサービスです。

実費保守サービス ● 修理に要した費用をいただきます。
(修理費として、お客様宅へお伺いするための費用および修理に要する技術的費用・部品代をいただきます）
(故障内容によっては、高額になる場合もありますのでご了承ください )

● 当社のサービス取扱所まで装置をお持ちいただく場合は、お客様宅へお伺いするための費用は不要にな
ります。

● 保守サービスについて
保証期間後においても、引き続き安心してご利用い
ただける「定額保守サービス」と、故障修理のつど
料金をいただく「実費保守サービス」があります。
当社では、安心して商品をご利用いただける定額保
守サービスをおすすめしています。

● NTT通信機器お取扱相談センタ
■ NTT 東日本エリア（北海道、東北、関東、甲信 
　越地区）でご利用のお客様
　お問い合わせ先： ０１２０－９７０４１３

　                      （０３－５６６７－７１００※ )
※ 携帯電話・ＰＨＳ・０５０ＩＰ電話用　通話料金がかかります。
受付時間　９：００～１７：００

● 故障の場合は　故障した場合のお問い合わせは局番なしの１１３番へご連絡ください。（２４時間　年中無休）

　※ 年末年始１２月２９日～１月３日は休業とさせていただきます。

■ NTT西日本エリア（東海、北陸、近畿、中国、
　四国、　九州地区）でご利用のお客様
　お問い合わせ先： ０１２０－２４８９９５

※ 携帯電話・ＰＨＳからもご利用可能です。

受付時間　９：００～１７：００

※ 携帯電話・ＰＨＳからは「０１２０－４４４－１１３」にてお受けいたします。
※ １７：００～翌日９：００までは、録音にて受付しており順次対応いたします。
※ 故障修理等の対応時間は９：００～１７：００とさせていただきます。
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